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司 金 坂 内 富士 男 科学技術政策研究所 

パネ、 リスト     幸 三 クボタ 

児 玉 文 雄 東京工業大学 

ル 土用、。Ⅰ 小 栄 東芝 
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趣 旨 

科学技術と経済・ 社会・文化の 密接な相互関係の 進展に伴い、 科学技術を国家の 持続可 

能 な成長に 桔び 付けていくためには、 研究開発等の 諸要素を拡充するだけではなく、 イノ 

ベーション自体を 包括的な観点から 推進していく 政策が必要であ るとの認識が 高まりつつ 

あ る。 このため、 8 0 年代後半以降における 科学技術政策詳論の 焦点は、 新技術を開発、 

導入及び普及させる「私的・ 公的セクタ一における 諸制度のネットワーク」 ( クリストフ 

ァ一・フリーマン )  と しての。 National  System  of  Innovation  ,  をいかに構築するかに 

向けられてきた。 

このような認識から 科学技術政策分野の 広がりを示した 顕著な何として、 1 9 9 1 年に 

報告された 0E CD/TEP ( 技術経済プロバラム ) の政策声明が 挙げられる。 この声明 

は 、 研究開発のための 適切な環境整備を 図るためには、 マクロ及びミクロ 経済政策、 社会 

資本整備、 教育、 雇用政策などの 多岐に 直 る政策に一貫性をもたせると 同時に、 各国の イ 

/ ベーション・システムに 基づく政策展開に 捺して国際調和の 観点、 に配慮すべきことを 提 

言している。 

このパネル 計講 では上述のような 政策謀誇を踏まえて、 日本における National System 

of Innovation の問題点と再構築の 指針に関する 議論を深めて い きたい。 これまで イ / ベ 

一 ションに関わる 政策上の問題点としては、 国研・大学等における 研究環境の劣悪性、 産 

学官連携を促進する 上での制度的な 阻害要因等が 指摘されてきたところであ るが、 本 パネ 

ル 討論では、 それらを個別に 討議するに止まらず、 National System の問題として 把握し、 

研究開発活動の 諸要素が最適に 機能し得る新たなシステムのあ り方を探ることとしたい。 

一 71 一 


